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今
月
は
み
心
の
月
。
７
日

（
日
）
は
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
の

祭
日
。
某
小
教
区
で
は
初
聖

体
式
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、

い
つ
ま
で
も
共
に
い
る
と
約

束
さ
れ
た
イ
エ
ス
様
が
、
２

名
の
子
ど
も
た
ち
の
内
に
お

い
で
く
だ
さ
る
▲
記
憶
に
残

る
信
仰
体
験
は
初
聖
体
式

だ
。
新
品
の
半
ズ
ボ
ン
に
新

品
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
、両
手

を
合
わ
せ
て
入
堂
行
列
を
行

い
メ
ダ
イ
を
首
か
ら
か
け
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
記

憶
し
て
い
る
。
聖
体
拝
領
も

初
聖
体
者
が
最
初
に
並
ん
で

ご
聖
体
を
い
た
だ
い
た
。
味

は
覚
え
て
い
な
い
が
、イ
エ
ス

様
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
記

憶
は
残
っ
て
い
る
。
み
心
の

月
に
当
た
り
、共
に
い
る
と

い
う
イ
エ
ス
様
の
こ
こ
ろ
を
、

記
憶
に
残
る
初
聖
体
式
を

思
い
起
こ
し
な
が
ら
、イ
エ

ス
様
の
愛
の
こ
こ
ろ
に
触
れ

た
い
も
の
だ
▲
み
心
を
想
う

時
、ご
聖
体
に
つ
い
て
再
度

黙
想
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ

る
。
特
に
聖
体
の
祭
日
の
福

音
箇
所
ヨ
ハ
ネ
６
章
51
節
か

ら
は
、イ
エ
ス
様
が
与
え
る

パ
ン
が
イ
エ
ス
様
の
「
血
と

肉
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
肉

を
食
べ
、血
を
飲
む
」
こ
と

が
永
遠
の
命
へ
の
道
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
私
た
ち
は
イ
エ
ス
様
の

血
と
肉
を
ご
聖
体
を
通
し
て

い
た
だ
き
、永
遠
の
命
を
生

き
始
め
て
い
る
。
永
遠
の
命

は
、い
つ
の
日
か
与
え
ら
れ
る

命
で
は
な
く
、今
、す
で
に
生

き
始
め
て
い
る
。
そ
の
確
か

な
し
る
し
が
、ご
聖
体
拝
領

▲
「
私
を
食
べ
る
者
は
永
遠

に
生
き
る
」
と
イ
エ
ス
様
は

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
イ
エ
ス

様
の
こ
こ
ろ
と
身
体
を
い
た

だ
き
、イ
エ
ス
様
の
よ
う
に

生
き
よ
う
と
日
々
歩
ん
で
い

る
の
が
私
た
ち
で
す
。�

（
万
）

◦
教
皇	

ス
ポ
ー
ツ
が
、
国
家
間
や
異
文
化
間
の

平
和
、出
会
い
、対
話
の
道
具
と
な
り
、

尊
厳
、
連
帯
、
個
人
の
成
長
と
い
っ
た

価
値
を
高
め
る
も
の
と
な
る
よ
う
に

◦
日
本	

教
皇
レ
オ
14
世
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。

教
会
に
与
え
ら
れ
た
牧
者
が
、
神
の

恵
み
に
満
た
さ
れ
て
、
教
会
と
世
界

の
善
の
た
め
に
奉
仕
で
き
る
よ
う
に

祈祷の 
使徒  祈りの意向

初
の
邦
人
司
教
任
命
か
ら
来
年
で
１
０
０
周
年

初
の
邦
人
司
教
任
命
か
ら
来
年
で
１
０
０
周
年

長
崎
教
区
の
歩
み
た
ど
っ
て

長
崎
教
区
の
歩
み
た
ど
っ
て

最
初
の
邦
人
司
教

最
初
の
邦
人
司
教

　
「（
長
崎
教
区
は
）
１
９
２
７
年
７

月
16
日
、日
本
最
初
の
邦
人
教
区
と

な
っ
て
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
手
を
離

れ
る
と
と
も
に
、福
岡
、佐
賀
、熊
本
、

宮
崎
、大
分
の
５
県
を
新
設
の
福
岡

教
区
に
委
譲
し
て
長
崎
県
だ
け
が
管

轄
と
な
っ
た
。
初
代
邦
人
教
区
司
教

に
は
早
坂
久
之
助
師
が
任
命
さ
れ
、

同
年
10
月
30
日
、日
本
人
と
し
て
初

め
て
司
教
に
叙
階
さ
れ
た
」（
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
発
行
『
カ
ト
ペ

デ
ィ
ア
２
０
０
４
』）。

　

１
９
２
７
年
に
邦
人
司
教
区
と

な
っ
た
長
崎
教
区
は
、本
紙
『
カ
ト

リ
ッ
ク
教
報
』
に
よ
る
と
、
１
９
７

７
年
と
２
０
０
７
年
に
邦
人
司
教

区
「
創
設
」
あ
る
い
は
「
設
立
」
と

し
て
50
周
年
と
80
周
年
を
祝
っ
て
い

る
。
１
９
５
２
年
の
25
周
年
の
と
き

は
、早
坂
司
教
が
司
教
叙
階
銀
祝
を

迎
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、教
皇
庁
か

ら
駐
日
教
皇
大
使
を
通
じ
山
口
愛
次

郎
司
教
あ
て
祝
電
が
届
い
た
記
事
が

報
じ
ら
れ
て
い
た
。
教
皇
ピ
オ
12
世

の
お
心
が
伝
え
ら
れ
た
祝
電
は
次
の

よ
う
な
言
葉
だ
っ
た
。

　

聖
父
は
最
初
の
邦
人
司
教
ヤ
ヌ

ア
リ
オ
早
坂
台
下
の
司
教
叙
階
二
十

五
周
年
に
当
り
、衷
心
よ
り
祝
意
を

表
し
日
本
の
司
教
な
ら
び
に
聖
職

者
一
同
の
上
に
天
主
の
豊
な
る
聖
寵

を
祈
求
せ
ら
れ
特
別
の
教
皇
祝
福

を
下
さ
れ
給
う

　
　

一
九
五
二
年
十
月
十
四
日

　
　

聖
廰
總
理
代
理　

モ
ン
テ
イ
ニ

　
　
（
１
９
５
２
年
11
月
１
日
付

『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
報
』）

　

早
坂
司
教
は
こ
の
と
き
す
で
に
引

退
し
て
い
た
が
、銀
祝
を
記
念
す
る

司
教
ミ
サ
が
同
年
10
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
、大
浦
天
主
堂
で
行
わ
れ

た
。
１
９
５
２
年
11
月
１
日
付
『
カ

ト
リ
ッ
ク
教
報
』
に
は
「
山
口
司
教

様
を
始
め
各
司
祭
、修
道
者
、信
者
た

ち
が
堂
を
満
た
し
、教
区
神
学
生
た

ち
が
聖
歌
を
う
た
っ
た
」
と
あ
り
、

信
者
た
ち
が
喜
び
集
っ
て
と
も
に

祝
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

旅
す
る
教
会

旅
す
る
教
会

　

１
９
７
７
年
12
月
８
日（
木
）、「
長

崎
邦
人
司
教
区
創
設
50
周
年
」
の

記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
、浦
上
教
会

で
ミ
サ
、カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
で
式
典
、同
レ
ス
ト
ラ
ン
で

祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、今
も

長
崎
教
区
の
ご
家
庭
で
は
１
冊
お
持

ち
か
も
し
れ
な
い
が
、記
念
誌
『
旅

す
る
教
会
―
長
崎
邦
人
司
教
区
創

設
50
年
史
』
の
発
行
も
こ
の
日
で
あ

る
。

　

式
典
で
は
、教
皇
パ
ウ
ロ
６
世
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
松
永
久
次
郎
師

（
当
時
、被
選
司
教
。
翌
78
年
２
月
５

日
に
長
崎
教
区
初
の
補
佐
司
教
と
な

る
）
に
よ
っ
て
朗
読
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、里
脇
浅
次
郎
大
司
教
（
の

ち
に
枢
機
卿
）
は
あ
い
さ
つ
の
中
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

…
こ
の
邦
人
司
教
区
創
設
は
、パ

リ
外
国
宣
教
会
の
神
父
様
方
の
信

徒
発
見
、教
育
、司
祭
養
成
の
涙
ぐ

ま
し
い
働
き
の
結
果
で
あ
る
。

　

創
設
後
の
教
区
運
営
を
に
な
わ

れ
た
早
坂
司
教
の
心
労
は
、想
像
以

上
の
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
時

の
し
る
し
に
敏
感
な
同
司
教
は
女

子
教
育
の
た
め
の
邦
人
修
道
会
の

創
立
、一
般
信
徒
の
信
仰
教
養
を
高

め
る
た
め
教
区
報
の
発
行
な
ど
を

手
が
け
ら
れ
た
。

　

山
口
大
司
教
様
の
時
代
は
長
く

三
十
数
年
に
亘
り
、こ
の
間
、戦
争
、

軍
部
の
圧
力
の
下
、教
区
発
展
の
た

め
に
つ
く
さ
れ
、種
々
の
修
道
会
を

招
い
て
、諸
分
野
に
お
け
る
活
動
を

NPT再検討会議の開催にあたってNPT再検討会議の開催にあたって
核兵器のない世界のためのパートナーシップが声明

　

４
月
27
日
か
ら
５
月
22
日
に

か
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本

部
で
開
催
の
核
兵
器
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、「
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
た
め
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
は
４
月
27
日
、

「
第
11
回
再
検
討
会
議
の
開
催

に
あ
た
っ
て
の
声
明
」
を
発
表

し
、公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
し
た
。

　

同
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、

サ
ン
タ
フ
ェ
、シ
ア
ト
ル
、広

島
、長
崎
の
日
米
４
つ
の
教
区

が
核
軍
縮
に
取
り
組
む
た
め
、

２
０
２
３
年
８
月
９
日
に
設

立
。
現
在
も
こ
の
連
帯
へ
の
呼

び
か
け
を
広
く
続
け
て
い
て
、

長
崎
教
区
に
お
い
て
も
す
べ
て

の
信
者
に
活
動
の
目
的
を
周
知

し
、理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

働
き
か
け
て
い
る
途
上
だ
。

　

４
教
区
５
人
の
司
教
が
署
名
し

て
い
る
こ
の
声
明
文
の
冒
頭
で

は
、同
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が「
核

兵
器
の
保
有
そ
の
も
の
が
非
道
徳

的
で
あ
る
」
と
宣
言
さ
れ
た
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
歩
み
に
従
う
も

の
で
あ
り
、教
皇
レ
オ
14
世
の
導

き
に
も
支
え
ら
れ
て
い
る
、と
述

べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
９
７
０
年
の
発
効
か

ら
56
年
間
に
わ
た
り
核
兵
器
不
拡

散
条
約
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
一
方
で
、条
約
が
崩
壊
の
危

機
に
瀕
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
、核
兵
器
の
保
有
が
「
核
抑
止
」

に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
い
ま
だ

存
在
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
。
今

回
の
会
議
が
真
に
核
軍
縮
へ
の
実

現
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
よ
う

願
い
祈
る
、と
し
て
い
る
。

　

声
明
文
の
最
後
は
、「
も
し
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が
望
ま
し
い
成

果
を
も
た
ら
さ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、私
た
ち
は
、今
年
11
月
下
旬
に

国
連
で
開
催
さ
れ
る
核
兵
器
禁
止

条
約
（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
第
１
回
再
検

討
会
議
に
希
望
を
託
し
ま
す
。
バ

チ
カ
ン
は
、Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
に
最
初
に

署
名
し
、批
准
し
た
国
家
で
す
。

私
た
ち
は
そ
こ
に
集
い
、こ
の
条

約
の
さ
ら
な
る
実
施
を
証
し
す
る

一
助
と
な
り
ま
す
。
…
（
会
議
に

参
加
す
る
）
皆
様
の
働
き
が
、こ

の
苦
し
む
世
界
を
、核
兵
器
の
な

い
世
界
と
い
う
約
束
の
地
へ
と
導

く
助
け
と
な
り
ま

す
よ
う
に
」
と
結

ば
れ
て
い
る
。

公式サイト

促
進
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
先
達
の
よ
き
遺
産
を
守
り
、

こ
の
深
刻
な
世
俗
的
時
代
を
の
り
こ
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、信

者
の
教
育
に
重
点
を
お
い
て
努
力
し
て

き
た
。
こ
の
こ
と
を
教
会
共
同
体
み
な

の
責
任
と
し
て
う
け
と
め
て
ほ
し
い
。

　

記
念
誌
『
旅
す
る
教
会
』
の
序
文
で
、

里
脇
大
司
教
は
次
の
通
り
記
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
50
年
は
、地
上
を
旅
す

る
教
会
に
と
っ
て
決
し
て
長
い
歳
月
で

　

長
崎
大
司
教
区
は
、初
の
邦
人
司
教
が
任
命
さ
れ
て
か
ら
来
年
２
０
２
７
年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

１
８
６
５
年
３
月
17
日
の
「
信
徒
発
見
」
以
来
、長
崎
の
教
会
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
た
ち
に
導
か
れ

て
き
た
。
し
か
し
、同
会
は
「
新
布
教
地
を
開
拓
し
て
そ
の
国
の
邦
人
司
祭
を
養
成
し
、彼
等
に
引
渡
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
」
た
（
１
９
７
７
年
『
旅
す
る
教
会
―
長
崎
邦
人
司
教
区
創
設
50
年
史
』）。
そ
れ
か
ら

60
余
年
後
の
１
９
２
７
年
７
月
16
日
、早
坂
久
之
助
師
が
初
の
邦
人
司
教
に
任
命
さ
れ
た
。
第
５
代
教
区
長
に

初
の
邦
人
司
教
、早
坂
司
教
を
迎
え
た
当
時
の
共
同
体
の
喜
び
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
節
目
を

１
年
後
に
控
え
、少
し
ず
つ
長
崎
教
区
の
歩
み
を
知
り
、学
び
、つ
な
い
で
い
く
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

邦
人
司
教
区
と
な
っ
て
25
年
、50
年
、80
年
の
と
き
の
関
連
す
る
記
事
を
見
て
い
き
た
い
。�

（
広
報
）

初の邦人司教・ヤヌワリオ早坂久之助司教

信徒発見～教区創設～初の邦人司教の誕生信徒発見～教区創設～初の邦人司教の誕生

1865 年 3 月 17 日1865 年 3 月 17 日
プティジャン神父と浦上の潜伏キリシタンが大浦天プティジャン神父と浦上の潜伏キリシタンが大浦天
主堂で出会う（信徒発見）主堂で出会う（信徒発見）

1866 年1866 年
日本使徒座代理区長に任命されたプティジャン司教日本使徒座代理区長に任命されたプティジャン司教
が代理区長館を横浜から長崎へ移すが代理区長館を横浜から長崎へ移す

1876 年1876 年
日本使徒座代理区が南北２つに分割され、プティジャ日本使徒座代理区が南北２つに分割され、プティジャ
ン司教は、近畿、中国、四国、九州の各地方を管轄とすン司教は、近畿、中国、四国、九州の各地方を管轄とす
る日本南緯使徒座代理区の代理区長を務めたる日本南緯使徒座代理区の代理区長を務めた

1888 年1888 年
日本中部使徒座代理区が新設され（近畿、中国、四国日本中部使徒座代理区が新設され（近畿、中国、四国
の 3 地方を委譲）、日本南緯使徒座代理区の管轄は九の 3 地方を委譲）、日本南緯使徒座代理区の管轄は九
州地方のみに縮小された州地方のみに縮小された

1891 年 6 月 15 日　司教区に昇格、長崎教区となる1891 年 6 月 15 日　司教区に昇格、長崎教区となる
1927 年 3 月 18 日1927 年 3 月 18 日

鹿児島使徒座知牧区の新設（鹿児島、沖縄両県を委譲）鹿児島使徒座知牧区の新設（鹿児島、沖縄両県を委譲）
1927 年 7 月 16 日1927 年 7 月 16 日

日本最初の邦人教区となってパリ外国宣教会の手を日本最初の邦人教区となってパリ外国宣教会の手を
離れるとともに、福岡、佐賀、熊本、宮崎、大分の 5 県を離れるとともに、福岡、佐賀、熊本、宮崎、大分の 5 県を
新設の福岡教区に委譲して長崎県だけが管轄となる。新設の福岡教区に委譲して長崎県だけが管轄となる。
初の邦人教区司教には早坂久之助師が任命された初の邦人教区司教には早坂久之助師が任命された

1927 年 9 月 1 日1927 年 9 月 1 日
早坂被選司教が神戸港出帆、ローマに向かう早坂被選司教が神戸港出帆、ローマに向かう

1927 年 10 月 30 日1927 年 10 月 30 日
早坂被選司教がバチカン・聖ペトロ大聖堂で教皇ピ早坂被選司教がバチカン・聖ペトロ大聖堂で教皇ピ
オ 11 世により日本人として初めて司教に叙階されたオ 11 世により日本人として初めて司教に叙階された

1928 年 3 月 29 日　早坂司教が帰国1928 年 3 月 29 日　早坂司教が帰国
1928 年 4 月 25 日　早坂司教が着座1928 年 4 月 25 日　早坂司教が着座

中央協議会『カトペディア 2004』、長崎大司教区『旅する教会』をもとにまとめました。

は
な
い
。
む
し
ろ
長
い
歴
史
の
な
か
の
１

頁
に
し
か
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、

次
の
50
年 

１
０
０
年
へ
の
新
し
い
歩
み

の
踏
み
台
と
す
る
に
足
る
歳
月
で
あ
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
１
９
７
７
年
12
月
８
日
付
『
旅
す
る
教
会
―

長
崎
邦
人
司
教
区
創
設
50
年
史
』
か
ら
抜
粋
）

　
希
望
を

　
希
望
を
も
っ
て
進
も
う

も
っ
て
進
も
う

　

80
周
年
と
な
る
２
０
０
７
年
、本
紙
１

月
号
年
頭
教
書
の
中
で
、髙
見
三
明
大
司

教
は
「
日
本
と
く
に
長
崎
は
、迫
害
の
終

わ
る
頃
か
ら
信
仰
を
自
由
に
守
る
こ
と
の

で
き
た
時
代
を
通
し
て
60
余
年
も
の
間
、

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
神
父
さ
ま
方
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
の
中
で
文
字
通
り
身
を
粉
に
し

て
日
本
の
教
会
の
基
礎
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。（
中
略
）
今
年
、日
本
人
司

教
区
と
し
て
独
立
し
た
恵
み
と
意
義
を
も

う
一
度
考
え
る
と
同
時
に
、そ
の
基
礎
を

築
い
て
く
だ
さ
っ
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
の

神
父
さ
ま
方
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
示
し
た
。
こ
の
年
は
各
地

区
で
ミ
サ
や
講
演
会
、教
区
主
催
の
式
典
、

宣
教
師
た
ち
の
写
真
展
や
そ
の
故
郷
を
訪

ね
る
旅
な
ど
を
通
し
て
記
念
し
た
。

　

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
機
に
い

ま
一
度
長
崎
教
区
の
歩
み
を
た
ど
っ
て
、

旅
す
る
教
会
の
続
き
を
と
も
に
希
望
を

も
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
。
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２
～
３
年
に
一
度
、各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ル

ド
ユ
ー
ス
デ
ー
（
Ｗ
Ｙ
Ｄ
）

世
界
大
会
が
、次
回
は
２
０

２
７
年
８
月
に
韓
国
の
ソ
ウ

ル
で
開
催
さ
れ
る
。
テ
ー
マ

は
「
勇
気
を
出
し
な
さ
い
。

わ
た
し
は
す
で
に
世
に
勝
っ

て
い
る
（
ヨ
ハ
ネ
16
・
33
）」。

本
大
会
の
日
程
は
２
０
２
７

年
８
月
３
日
（
火
）
～
８
日

（
日
）。
最
新
情
報
は
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
左
上
は
同

サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
画
面
の
イ

メ
ー
ジ
）
で
確
認
で
き
る
。

　

Ｗ
Ｙ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、『
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
情
報
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』（
カ
ト
リ
ッ
ク
中

央
協
議
会
発
行
）
に
次
の
通

り
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
１
９
８
４
年
、あ
が
な
い

の
特
別
聖
年
に
、聖
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
２
世
教
皇
は
大
十
字

架
（
３
８
０
㎝
）
を
聖
ペ
ト

ロ
大
聖
堂
の
祭
壇
脇
に
設
置

し
、そ
れ
を
『
主
イ
エ
ス
の

人
類
へ
の
愛
の
し
る
し
』
と

し
て
青
年
ら
に
託
し
ま
し

た
。
以
来
、こ
の
十
字
架
は

巡
礼
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
諸

国
を
旅
し
て
い
ま
す
。
国
連

が
定
め
た
国
際
青
年
年
（
１

９
８
５
年
）
の
受
難
の
主
日

に
、青
年
ら
は
こ
の
十
字
架

と
と
も
に
教
皇
の
も
と
に
集

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
教
皇

は
、毎
年
受
難
の
主
日
を『
世

界
青
年
の
日
』
と
し
て
祝
う

よ
う
定
め
、以
後
２
～
３
年

に
一
度
Ｗ
Ｙ
Ｄ
が
開
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
に
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
は
、各
方
面
か
ら
の

要
望
を
踏
ま
え
て
協
議
を
重

ね
、次
年
よ
り
『
世
界
青
年

の
日
』
を
王
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
の
祭
日
に
変
更
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。
祝
わ
れ
る
日

は
変
わ
り
ま
し
た
が
、こ
の

日
の
中
心
に
あ
る
の
は
つ
ね

に
、人
類
の
あ
が
な
い
主
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
で
す
」

青
年
の
た
め
の
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク

青
年
の
た
め
の
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

inin  

佐
々
佐
々  

♬♬
♪♪

　

５
月
４
日（
月
）か
ら
５
日（
火
）

に
か
け
て
教
区
召
命
委
員
会
が
主

催
す
る
「
青
年
の
た
め
の
巡
礼

ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
た
。
毎
年

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
の
行
事
は
、今
年
は
佐

世
保
地
区
佐
々
教
会
を
会
場
に

行
わ
れ
、青
年
の
参
加
者
が
17

人
、ス
タ
ッ
フ
含
め
、総
勢
30
人

ほ
ど
が
共
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

行
っ
た
。

　

１
日
目
は
軽
め
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
横
浦
教
会
か
ら
佐
々
教

会
ま
で
の
道
の
り
を
歩
い
た
。

前
日
の
大
雨
の
影
響
も
な
く
天

候
に
恵
ま
れ
、良
き
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
日
和
で
あ
っ
た
。
夕
食
時

に
は
思
い
が
け
ず
輪
投
げ
大
会

が
始
ま
り
、大
い
に
盛
り
上
が

り
互
い
の
交
流
を
深
め
た
。
２

日
目
は
佐
々
教
会
か
ら
浅
子
教

会
ま
で
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
平

本
義
和
神
父
様
（
佐
々
教
会
主

任
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
国

道
で
は
な
く
山
道
を
歩
き
、少
々

疲
れ
た
も
の
の
皆
無
事
に
完
歩
。

浅
子
教
会
で
も
歓
迎
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
２
日
間
と
な
っ
た
。

　

今
回
参
加
し
た
こ
の
若
者
た
ち

が
今
後
ま
す
ま
す
教
会
で
活
躍
す

る
こ
と
、ま
た
司
祭
、修
道
者
の
召

命
に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
い
た
い
。

（
召
命
委
員
会
）

２
０
２
５
年
度

２
０
２
５
年
度  

臨
時
司
教
総
会

臨
時
司
教
総
会

２
０
２
７
年
８
月
に

２
０
２
７
年
８
月
に
ＷＷ

ワ
ー
ル
ド

ワ
ー
ル
ド

ＹＹユ
ー
ス

ユ
ー
ス

ＤＤデ
ー
デ
ー

ソ
ウ
ル
大
会

ソ
ウ
ル
大
会

長
崎
教
区
で
の
具
体
的
な
呼
び
か
け

長
崎
教
区
で
の
具
体
的
な
呼
び
か
け  

こ
れ
か
ら

こ
れ
か
ら

▲https://wydseoul.org/
▼大会ロゴ

　

１
９
８
５
年
に
始
ま
っ
た

Ｗ
Ｙ
Ｄ
世
界
大
会
。
ア
ジ
ア

で
の
開
催
は
１
９
９
５
年
の

マ
ニ
ラ
大
会
以
来
で
、日
本

の
教
会
か
ら
も
多
く
の
若
者

が
ソ
ウ
ル
を
訪
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
日
本
巡

礼
団
の
募
集
に
関
し
て
は
２

０
２
５
年
10
月
時
点
か
ら

未
定
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る

が
、具
体
的
な
内
容
が
決
ま

り
次
第
、各
教
区
に
お
い
て

情
報
が
公
開
さ
れ
る
予
定
。

　

長
崎
教
区
青
少
年
委
員
長

の
川
端
志
範
神
父
は
、「
２

０
２
７
Ｗ
Ｙ
Ｄ
ソ
ウ
ル
大
会

参
加
に
向
け
て
、現
在
教
区

青
少
年
委
員
会
で
は
、日
本

の
教
会
の
青
年
担
当
者
と
と

も
に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
Ｗ
Ｙ
Ｄ
に
て
世
界
や
日

本
の
青
年
た
ち
と
特
別
な
時

間
を
過
ご
し
、同
じ
キ
リ
ス

ト
を
分
か
ち
合
う
喜
び
は
、

き
っ
と
実
り
豊
か
な
体
験
に

な
る
は
ず
で
す
。
長
崎
教
区

の
多
く
の
青
年
が
参
加
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
、切
に
願

い
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
大
会
に
つ
い
て
の

情
報
や
、参
加
申
込
み
の
応

募
は
、青
少
年
委
員
会
か
ら

随
時
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

　

40
年
に
わ
た
り
世
界
中
の

青
年
た
ち
と
と
も
に
旅
し
て

き
た
大
十
字
架
は
、
５
月
15

日
現
在
は
韓
国
・
光
州
を

巡
っ
て
い
る
。

訂
正
と
お
詫
び

訂
正
と
お
詫
び　
本
紙
２
０
２
６

年
５
月
号
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
２
面
、
２
０
２
６
年
３
月
１
日
付
中
町

教
会
広
報
『
地
の
塩
』
か
ら
の
転
載

記
事
「
別
れ
の
時
」
…
最
後
の
一
文
の

２
文
字
「
水
達
」
は
「
永
遠
」
の
誤

り
で
す
。
正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。

　
「
ま
し
て
や
人
生
で
の
別
れ
を
迎
え

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、そ
れ
は

永
遠
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。」

■
３
面
「
長
崎
大
司
教
区
現
勢
統
計
表
」

…
出
津
小
教
区
の
世
帯
数
に
つ
い
て

「
84
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、正
し
く

は
「
１
８
４
」
で
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
ま
こ
と
に
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
深
く
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協

議
会
は
、
２
月
16
日
（
月
）

か
ら
20
日
（
金
）
ま
で
東
京
・

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
で
２

０
２
５
年
度
臨
時
司
教
総
会

を
開
い
た
。
司
教
16
人
が
出

席
し
、日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
管

区
長
協
議
会
と
日
本
女
子
修

道
会
総
長
管
区
長
会
の
代
表

４
人
も
参
加
し
た
。

　

主
な
報
告
事
項

▼
第
２
回
「
司
祭
生
涯
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
」
開
催
予
定

　
「
日
本
の
教
会
に
お
け
る

司
祭
生
涯
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
基
づ
き
、
２
回
目
と

な
る
「
司
祭
生
涯
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
Ａ
」
を
２
０
２
７
年

１
月
に
開
催
す
る
予
定
と

し
、実
行
委
員
会
で
準
備
を

始
め
た
こ
と
が
司
祭
・
終
身

助
祭
生
涯
養
成
委
員
会
委
員

長
の
エ
ド
ガ
ル
・
ガ
ク
タ
ン

司
教
（
仙
台
教
区
）
か
ら
報

告
さ
れ
た
。

▼
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対

応
覚
書　
「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
発
生
時
に
お
け
る
、

被
災
教
区
の
支
援
体
制
構
築

の
た
め
の
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

協
議
会
に
よ
る
初
動
支
援
に

つ
い
て
の
覚
書
」
が
カ
リ
タ

ス
ジ
ャ
パ
ン
の
成
井
大
介
責

任
司
教
（
新
潟
教
区
）
か
ら

報
告
さ
れ
た
。

▼
２
０
２
６
年
度
教
区
分
担

金　

各
教
区
負
担
の
２
０
２

６
年
度
分
担
金
が
増
加
す
る

こ
と
が
財
務
委
員
会
委
員
長

の
梅
村
昌
弘
司
教
（
横
浜
教

区
）
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

▼
「
２
０
２
６
年
四
旬
節

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
大
綱
」
承
認

　

２
０
２
５
年
12
月
の
常

任
司
教
委
員
会
に
お
い
て
、

「
２
０
２
６
年
四
旬
節
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
大
綱
」
が
承
認
さ

れ
た
。
教
皇
の
四
旬
節
の
意

向
に
合
わ
せ
て
募
金
を
行
う

が
、国
内
・
海
外
を
問
わ
ず
、

そ
の
年
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
援

助
活
動
に
配
分
す
る
こ
と
が

成
井
大
介
責
任
司
教
か
ら
報

告
さ
れ
た
。

▼
教
皇
庁
教
理
省
文
書　

教

皇
庁
教
理
省
文
書
『
超
自
然

現
象
と
さ
れ
る
も
の
の
識
別

手
続
き
の
た
め
の
規
制
』（
２

０
２
４
年
５
月
17
日
公
布
）

と
『
信
じ
る
民
の
母
―
救

い
の
わ
ざ
へ
の
マ
リ
ア
の
協

力
に
関
連
す
る
マ
リ
ア
の
い

く
つ
か
の
称
号
に
つ
い
て
』

（
２
０
２
５
年
11
月
４
日
公

布
）
を
翻
訳
し
た
岩
本
潤
一

氏
か
ら
両
文
書
の
概
要
説
明

が
行
わ
れ
た
。

▼
２
０
２
８
年
の
教
会
総
会

に
向
け
た
日
本
の
教
会
の
具

体
的
取
り
組
み　

２
０
２
８

年
の
「
教
会
総
会
」
ま
で
の

日
本
の
教
会
と
し
て
の
具
体

的
な
取
り
組
み
の
方
針
が
シ

ノ
ド
ス
特
別
チ
ー
ム
の
小
西

広
志
神
父
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
）
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　

主
な
審
議
事
項

▼
「
復
活
の
ろ
う
そ
く
の
祝

福
の
祈
り
」
の
試
用　
「
復

活
の
ろ
う
そ
く
の
祝
福
の
祈

り
」
の
３
年
間
の
試
用
を
承

認
。
試
用
版
を
カ
ト
リ
ッ
ク

中
央
協
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
公
開
す
る
。

▼
社
会
司
教
委
員
会
系
諸
委

員
会
の
今
後
の
方
向
性　

①

２
０
２
６
年
４
月
か
ら
、社

会
司
教
委
員
会
の
も
と
に

あ
っ
た
全
て
の
セ
ク
シ
ョ
ン

（
正
義
と
平
和
協
議
会
、難
民

移
住
移
動
者
委
員
会
、部
落

差
別
人
権
委
員
会
、子
ど
も

と
女
性
の
権
利
擁
護
部
門
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
部
門
）

を
統
合
し
て
、一
つ
の
委
員

会
を
設
立
し
、そ
の
名
称
を

「
い
の
ち
・
平
和
・
人
権
委

員
会
」と
す
る
こ
と
を
承
認
。

　

②
「
い
の
ち
・
平
和
・
人

権
委
員
会
」
の
委
員
長
と
し

て
森
山
信
三
司
教
（
大
分
教

区
）
を
選
任
。　

③
教
区
担

当
者
の
任
命
依
頼
を
し
て
い

た
社
会
司
教
委
員
会
系
諸
委

員
会
・
諸
部
門
は
、そ
の
任

命
を
終
了
し
、
２
０
２
６
年

４
月
よ
り
発
足
す
る
「
い
の

ち
・
平
和
・
人
権
委
員
会
」

の
教
区
担
当
者
を
各
教
区
に

依
頼
す
る
こ
と
を
承
認
。

▼「
外
国
籍
信
徒
司
牧
部
門
」

の
名
称
変
更　

現
在
の
「
外

国
籍
信
徒
司
牧
部
門
」
に
つ

い
て
、そ
の
活
動
の
実
態
と

使
命
を
よ
り
的
確
に
表
す
た

め
に
、「
多
文
化
共
生
司
牧

部
門
」
へ
変
更
す
る
こ
と
を

承
認
。

▼
２
０
２
６
年
度
特
別
臨
時

司
教
総
会
開
催　

２
０
２
６

年
度
定
例
司
教
総
会
と
臨
時

司
教
総
会
の
間
に
以
下
の
日

程
で
特
別
臨
時
司
教
総
会
を

行
う
こ
と
を
承
認
。
２
０
２

６
年
９
月
30
日
（
水
）
９
時

～
10
月
１
日
（
木
）
正
午
。

▼
２
０
２
６
年
度
カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
収
支
予
算
書

案
承
認　

２
０
２
６
年
度

（
宗
）
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
収
支
予
算
を
承
認
。

　

総
会
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
動

画
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
広
報
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

る
。核なき世界基金核なき世界基金

被爆地からのチャレンジ被爆地からのチャレンジ
みんなでみんなで
いのちと地球を守ろう！いのちと地球を守ろう！
https://nuclear-free.net/https://nuclear-free.net/
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下
し
た
翌
日
（
文
脈
か
ら
12
月
上
旬
と

み
ら
れ
る
）、悲
惨
な
廃
墟
と
化
し
た
浦

上
天
主
堂
跡
に
、私
を
案
内
し
ま
し
た
。

『
神
父
さ
ん
！ 

こ
こ
が
あ
な
た
の
新
し

い
任
地
で
す
』
と
、い
と
も
簡
単
に
申

し
渡
さ
れ
た
時
、“
石
橋
を
叩
い
て
も

渡
ら
な
い
人
”
と
定
評
の
あ
っ
た
守
山

師
に
私
は
驚
き
、戸
惑
い
ま
し
た
。
人

事
問
題
で
苦
し
ん
で
お
ら
れ
た
師
の
顔

を
見
て
、今
は
や
る
だ
け
や
っ
て
み
る

し
か
な
い
と
腹
を
き
め
、大
浦
司
教
館

か
ら
浦
上
天
主
堂
の
廃
墟
へ
と
毎
日
の

通
勤
が
始
ま
っ
た
の
で
す
」

　

多
く
の
信
者
を
亡
く
し
た
浦
上
の
地

で
、復
興
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
中
田

神
父
の
当
時
の
心
境
が
う
か
が
え
る
。

護
師
と
し
て
の
経
験
を
重
ね
て
い
く

酒
井
さ
ん
の
も
と
に
、あ
る
と
き「
命

の
教
育
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
２
人

の
シ
ス
タ
ー
が
訪
ね
て
来
た
。
医
師

で
も
教
師
で
も
な
い
自
分
に
務
ま
る

だ
ろ
う
か
と
困
惑
し
た
も
の
の
、祈

る
う
ち
に
「
神
様
の
み
旨
か
も
し
れ

な
い
」
と
思
い
、引
き
受
け
た
。
以

降
30
年
に
わ
た
り
、短
大
・
大
学
、カ

ト
リ
ッ
ク
系
中
学
・
高
校
で
の
講
話

や
教
会
の
黙
想
会
、教
区
の
司
祭
研

修
会
や
結
婚
講
座
な
ど
の
場
で
命
の

教
育
に
携
わ
る
活
動
を
し
、「
命
の

素
晴
ら
し
さ
」を
伝
え
続
け
て
き
た
。

　
「
よ
く
言
わ
れ
た
の
は
、『
命
に
つ

い
て
の
話
を
聞
く
こ
と
は
あ
る
け
れ

ど
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
視
点
で
医
療
と

結
び
付
け
て
の
話
は
あ
ま
り
聞
い
た

こ
と
が
な
い
』と
い
う
も
の
で
し
た
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
か
ら
）
神
父

様
の
指
導
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で

す
。
そ
し
て
、話
を
聴
く
方
た
ち
の

態
度
は
い
つ
の
時
代
も
同
じ
で
、皆

さ
ん
、真
剣
に
聴
い
て
い
ま
し
た
」

酒
井
孝
子
さ
ん

酒
井
孝
子
さ
ん
（
さ
く
ら
の
里
聖
家
族
教
会
信
徒
）

（
さ
く
ら
の
里
聖
家
族
教
会
信
徒
）

命
の
素
晴
ら
し
さ
伝
え
続
け
て

命
の
素
晴
ら
し
さ
伝
え
続
け
て

看
護
学
生
の
と
き
の
体
験
と

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
導
き

　

看
護
学
生
だ
っ
た
酒
井
さ
ん
は
、

18
歳
の
と
き
、遺
体
解
剖
の
助
手
と

し
て
突
然
呼
ば
れ
た
。
心
臓
、腎
臓
、

肝
臓
…
と
、医
師
が
取
り
出
し
た
臓

器
を
は
か
り
に
載
せ
、重
さ
を
ノ
ー

ト
に
記
録
す
る
こ
と
が
役
目
だ
っ

た
。
こ
の
衝
撃
的
な
経
験
か
ら
、命

の
素
晴
ら
し
さ
と
肉
体
の
神
秘
を
強

く
感
じ
、「
こ
の
命
は
ど
こ
か
ら
来

て
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う
」と
思
い
、

友
人
で
も
あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒

の
先
輩
に
教
会
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、「
創
造
主
」
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
う
こ
と
に
。学
生
と
し
て
学
び
、

病
院
の
仕
事
を
し
な
が
ら
カ
ト
リ
ッ

ク
の
勉
強
を
続
け
、23
歳
の
と
き
大

浦
天
主
堂
で
中
島
政
利
神
父
か
ら
洗

礼
を
受
け
た
。
仏
教
の
家
庭
で
生
ま

れ
育
ち
、「
母
と
一
緒
に
い
つ
も
祈
っ

て
い
た
」
と
い
う
酒
井
さ
ん
だ
っ
た

が
、姉
も
す
で
に
受
洗
し
て
い
て
、家

族
か
ら
反
対
の
声
は
な
か
っ
た
。

フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
と
の
出
会
い

　

そ
の
後
、神
戸
の
看
護
学
校
で
さ

ら
に
学
び
、そ
こ
で
福
音
宣
教
を
意

識
す
る
出
会
い
が
あ
っ
た
が
、再
び
長

崎
に
帰
っ
た
と
き
に
「
キ
リ
ス
ト
信

者
と
し
て
社
会
の
中
で
福
音
を
ど
う

生
き
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
、祈

り
求
め
る
日
々
が
続
く
。
そ
ん
な
矢

先
、勤
め
先
の
病
院
近
く
に
あ
っ
た

女
子
パ
ウ
ロ
会
の
書
店
で
、シ
ス
タ
ー

か
ら
＊
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
の
創
立
者
キ

ア
ラ
・
ル
ー
ビ
ッ
ク
氏
の
本
を
紹
介

さ
れ
た
。
読
み
進
め
る
う
ち
に
生
き

る
力
が
湧
い
て
く
る
の
を
感
じ
、加

え
て
、フ
ォ
コ
ラ
リ
ー
ナ
と
の
出
会
い

も
あ
っ
て
、夫
と
と
も
に
フ
ォ
コ
ラ
ー

レ
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。

　

１
９
８
９
年
、山
梨
県
富
士
吉
田

市
で
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
主

催
の
マ
リ
ア
ポ
リ
（
集
い
）
に
長
崎

か
ら
一
人
で
参
加
。
世
代
も
職
業
も

異
な
る
人
々
が
心
を
開
き
、一
致
す

る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、驚
き
と

同
時
に
感
動
を
覚
え
た
。
91
年
イ
タ

リ
ア
に
行
く
機
会
が
あ
り
、機
内
で

キ
ア
ラ
氏
宛
て
に
「
長
崎
に
フ
ォ
コ

ラ
ー
レ
を
開
い
て
ほ
し
い
」
と
願
う

手
紙
を
し
た
た
め
た
。
ち
ょ
う
ど
一

人
の
司
祭
が
島
本
要
大
司
教
に
話

を
通
し
て
い
た
後
で
、じ
き
に
女
子

フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
が
、数
年

後
に
男
子
セ
ン
タ
ー
が
長
崎
市
内
に

開
か
れ
た
。「
次
第
に
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ

の
精
神
に
共
鳴
す
る
仲
間
た
ち
が
少

し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
し
た
」
と
酒

井
さ
ん
。
や
が
て
長
崎
で
も
マ
リ
ア

ポ
リ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

命
の
教
育
に
関
わ
っ
て

　

少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
１
９
８
８

年
、医
療
現
場
で
命
と
向
き
合
い
看

浦
上
の
復
興
を
支
え
た
司
祭

　

２
０
２
５
聖
年
と
被
爆
80
年
の
節
目

を
迎
え
た
昨
年
、『
道
の
さ
な
か　

中

田
藤
太
郎
神
父
様
を
想
う
』
と
い
う
１

冊
の
本
が
発
行
さ
れ
た
。
著
者
で
あ
る

近
藤
司
さ
ん
に
と
っ
て
中
田
藤
太
郎
神

父
は
祖
父
の
叔
父
に
あ
た
る
人
物
だ
。

１
９
１
０
年
平
戸
市
生
ま
れ
、36
年
３

月
19
日
早
坂
久
之
助
司
教
に
よ
り
長
崎

教
区
司
祭
と
し
て
大
浦
天
主
堂
で
司
祭

叙
階
。
原
爆
投
下
後
の
浦
上
教
会
で
主

任
司
祭
を
務
め
、浦
上
の
復
興
を
支
え

た
。
の
ち
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
へ
移
籍

し
、57
年
荘
厳
誓
願
。
各
地
で
司
牧
し
、

季
刊
誌
『
聖
火
』
を
発
刊
し
て
編
集
長

を
長
年
務
め
る
な
ど
し
た
。
99
年
11
月

13
日
、聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
で
帰
天
。

　

本
の
表
紙
に
は
、被
爆
し
た
旧
浦
上

天
主
堂
の
前
に
立
つ
中
田
神
父
の
写
真

（
下
段
）。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、「
発

刊
に
よ
せ
て
」「
中
田
家
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

ヒ
ス
ト
リ
ー
」
に
続
き
、「
生
涯
」「
追

悼
」「
回
顧
」「
説
教
」、そ
し
て
「
藤
太

郎
師
を
た
ど
っ
て
」
―
と
、多
く
の
方

か
ら
の
寄
稿
文
や
中
田
神
父
が
生
前
に

記
し
た
文
章
な
ど
が
写
真
と
と
も
に
丁

寧
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

浦
上
教
会
へ
の
赴
任
に
つ
い
て
は
、

１
９
８
９
年
７
月
１
日
発
行
の
長
崎
大

司
教
認
可
『
要
理
教
師
の
友
』
66
号
に

中
田
神
父
自
身
が
書
い
た
記
事
の
中
で

触
れ
ら
れ
て
い
る
。
一
文
に
よ
る
と
、当

時
、教
区
長
の
山
口
愛
次
郎
司
教
は
徴

用
さ
れ
た
ま
ま
で
、（
神
父
の
）
同
級
生

の
司
祭
は
戦
死
し
、数
人
の
同
僚
の
帰

還
時
期
は
不
明
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

　
「
守
山
総
代
理
が
教
区
全
体
を
取
り

し
き
っ
て
い
ま
し
た
が
、（
野
戦
か
ら

帰
っ
た
）
私
が
古
巣
の
事
務
所
に
腰
を

　

昨
年
２
０
２
５
聖
年
の
と
き
、広
報
委
員
会
に
２
つ
の
著
作
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一
つ
は
、

　

昨
年
２
０
２
５
聖
年
の
と
き
、広
報
委
員
会
に
２
つ
の
著
作
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一
つ
は
、4040
年
以
上
に
わ
た

年
以
上
に
わ
た

る
看
護
師
と
し
て
の
経
験
か
ら
伝
え
た
い
こ
と
を
ま
と
め
た
、酒
井
孝
子
さ
ん
（

る
看
護
師
と
し
て
の
経
験
か
ら
伝
え
た
い
こ
と
を
ま
と
め
た
、酒
井
孝
子
さ
ん
（
8585
）
の
『
い
の
ち
美
し
き

）
の
『
い
の
ち
美
し
き

も
の
も
の
――
若
い
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』。
も
う
一
つ
は
、自
身
の
ル
ー
ツ
を
調
べ
て
い
く
中
で
ゆ
か
り
あ
る

若
い
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』。
も
う
一
つ
は
、自
身
の
ル
ー
ツ
を
調
べ
て
い
く
中
で
ゆ
か
り
あ
る

司
祭
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
を
周
り
の
人
た
ち
に
も
知
ら
せ
た
い
と
形
に
し
た
、近
藤
司
さ
ん
（

司
祭
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
を
周
り
の
人
た
ち
に
も
知
ら
せ
た
い
と
形
に
し
た
、近
藤
司
さ
ん
（
4444
）
の
）
の

『
道
の
さ
な
か

『
道
の
さ
な
か  
中
田
藤
太
郎
神
父
様
を
想
う
』。
著
者
で
あ
る
お
二
人
が
、こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
歩
み
と

中
田
藤
太
郎
神
父
様
を
想
う
』。
著
者
で
あ
る
お
二
人
が
、こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
歩
み
と

思
い
が
あ
っ
て
こ
れ
ら
の
本
を
つ
く
っ
た
の
か
、ご
自
身
の
こ
と
を
中
心
に
、そ
れ
ぞ
れ
伺
っ
た
お
話
を
読
者

思
い
が
あ
っ
て
こ
れ
ら
の
本
を
つ
く
っ
た
の
か
、ご
自
身
の
こ
と
を
中
心
に
、そ
れ
ぞ
れ
伺
っ
た
お
話
を
読
者

の
皆
様
に
紹
介
し
た
い
。

の
皆
様
に
紹
介
し
た
い
。��

（
広
報
）

（
広
報
）

★
い
の
ち
美
し
き
も
の
―
若

い
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　
　

著
＝
酒
井
孝
子
／
表
紙
・
挿
絵

＝
中
川
洋
一
／
制
作
＝
聖
母
の

騎
士
社

　

２
０
２
５
年
９
月
８
日
発

行
。
看
護
師
と
し
て
の
経
験
か

ら
若
い
世
代
の
人
々
に
伝
え
た

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、過
去
の
執

筆
文
書
を
中
心
に
ま
と
め
た
１

冊
。
Ｂ
５
判
。
本
文
82
頁
。

ル
ー
ツ
を
た
ど
り
記
録
を
形
に

　

近
藤
家
が「
ト
ウ
タ
ロ
ウ
シ
ム
サ
マ
」

と
親
し
く
呼
ん
で
い
た
中
田
藤
太
郎
神

父
は
、平
戸
訪
問
の
折
に
は
必
ず
近
藤

家
を
訪
れ
て
い
た
。
71
歳
年
が
違
う
近

藤
さ
ん
は
、幼
い
頃
は
シ
ム
サ
マ
の
ミ

サ
ご
た
え
を
し
、高
校
３
年
の
冬
に
は

シ
ム
サ
マ
の
訃
報
に
接
し
見
送
っ
た
。

よ
り
深
く
知
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、12
年
前
の
結
婚
時
に
さ
か
の
ぼ

る
。
妻
・
香
織
さ
ん
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の

勉
強
を
し
、洗
礼
を
受
け
た
。

若
い
世
代
の
人
た
ち
へ

　

酒
井
さ
ん
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
。

「
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
は
１

９
８
５
年
世
界
青
年
の
日
に
向
け

て
、若
者
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、『
若
い
皆

さ
ん
は
真
理
の
感
覚
を
持
っ
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
真
理
は
自
由

の
た
め
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
本
当
の
自
由
と
は
、自
分

の
自
由
を
真
に
善
な
る
も
の
の
た
め

に
用
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
世
の
間

違
っ
た
方
向
へ
と
向
け
さ
せ
よ
う
と

す
る
世
界
の
い
つ
わ
り
か
ら
、自
分

自
身
を
守
り
、責
任
あ
る
行
動
が
大

切
で
す
』
と
い
う
も
の
で
す
。
若
い

世
代
の
人
た
ち
に
、私
も
同
じ
よ
う

に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
」

“
神
様
の
愛
の
は
か
ら
い
”

　

昨
年
９
月
に
発
行
し
た
著
書
『
い

の
ち
美
し
き
も
の
…
』
は
、も
と
も

と
親
族
へ
の
遺
稿
に
と
考
え
て
い
た

が
、あ
る
シ
ス
タ
ー
の
勧
め
で
１
冊

の
本
と
し
て
ま
と
め
る
に
至
っ
た
。

酒
井
さ
ん
は
そ
の
後
、病
の
た
め
翌

10
月
に
入
院
。
手
術
を
経
て
、12
月

に
退
院
し
た
。
体
調
管
理
に
は
気
を

配
っ
て
い
た
が
、病
に
よ
る
痛
み
、苦

し
み
を
味
わ
っ
た
。

　
「
な
ぜ
で
す
か
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、イ
エ
ス
様
の
苦
し
み
に
委
ね

ま
す
っ
て
祈
り
ま
し
た
。
本
当
に
、

私
は
十
字
架
に
呼
ば
れ
た
、こ
れ
で

良
か
っ
た
、と
思
い
ま
し
た
。
信
仰

と
は
イ
エ
ス
様
と
共
に
生
き
る
こ
と

だ
と
、こ
れ
（
病
）
は
神
様
の
愛
の

は
か
ら
い
な
の
だ
と
、今
は
そ
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
十
字
架
の
イ

エ
ス
様
に
少
し
で
も
近
づ
く
こ
と
が

で
き
た
と
、今
は
喜
ん
で
い
ま
す
」

　

手
術
か
ら
数
カ
月
が
過
ぎ
、現
在

は
少
し
ず
つ
快
方
に
向
か
っ
て
い
る

と
い
う
。「
毎
朝
、祈
り
を
し
、聖
書
の

み
こ
と
ば
を
黙
想
し
て
い
ま
す
。『
イ

エ
ス
様
、助
け
て
』
っ
て
い
う
日
も
。

そ
う
し
た
ら
、ヒ
ン
ト
が
パ
ッ
と
浮

か
ん
で
来
ま
す
か
ら
」　

＊
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
…
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
中
で
生
ま
れ
た
、対
話
を
通
し
て
、

一
致
、平
和
と
普
遍
的
兄
弟
愛
を
目
指

す
国
際
共
同
体
。
１
９
４
３
年
創
立
。

★
道
の
さ
な
か　

中
田
藤
太
郎
神

父
様
を
想
う　
　

著
＝
近
藤 

司

／
発
行
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
平
戸
ザ
ビ

エ
ル
記
念
教
会
／
共
同
発
行
・
制

作
＝
聖
母
の
騎
士
社

　

２
０
２
５
年
10
月
25
日
発
行
。

著
者
と
ゆ
か
り
の
あ
る
中
田
藤
太

郎
神
父
に
つ
い
て
ま
と
め
た
１

冊
。
Ａ
４
判
。
本
文
２
０
０
頁
。

税
別
２
０
０
０
円
。

　
「
普
通
だ
っ
た
ら
（
カ
ト
リ
ッ

ク
の
）
勉
強
も
結
婚
講
座
も
な
い

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
時
に
、

で
は
な
ぜ
僕
は
カ
ト
リ
ッ
ク
な

の
か
、な
ぜ
妻
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に

な
っ
て
も
ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い

の
か
と
考
え
ま
し
た
。
じ
ゃ
あ
、

僕
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
」

　

調
べ
て
い
く
う
ち
に
中
田
神
父

に
つ
い
て
「
こ
れ
は
も
う
、自
分

や
家
族
で
す
ら
知
ら
な
い
こ
と

を
、き
っ
と
世
の
中
の
人
は
皆
知

ら
な
い
」
と
感
じ
、記
録
を
取
り

始
め
た
。
薬
剤
師
と
し
て
働
く
傍

ら
、調
べ
上
げ
る
ま
で
に
12
年
か

か
っ
た
。
記
録
を
ま
と
め
て
い
た

矢
先
、ち
ょ
う
ど
２
０
２
５
年
の

「
聖
年
」
と
「
被
爆
80
年
」
に
あ

た
り
、平
戸
教
会
に
お
け
る
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
中
田
神
父
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
書
籍
に
し
て

は
、と
の
声
が
上
が
っ
た
。
調
べ

た
内
容
を
精
査
し
、必
要
書
類
を

集
め
、編
集
や
校
正
を
し
、
１
年

の
う
ち
に
記
録
を
形
に
し
た
。

本
を
発
行
し
て
５
カ
月

　

本
の
発
行
後
、地
元
・
平
戸
教

会
の
協
力
に
よ
り
、小
教
区
の
全

戸
へ
の
本
の
配
布
や
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
の
他
、昨
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
は
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て

中
田
神
父
に
つ
い
て
話
を
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。
ま
た
、同
教
会
に

は
巡
礼
者
や
観
光
者
の
た
め
に

手
作
り
の
し
お
り
が
置
か
れ
て

い
る
。「
平
和
と
救
い
は
他
人
か

ら
く
る
も
の
で
は
な
く
、自
分
か

ら
始
め
る
も
の
で
す
」
と
い
う
中

田
神
父
の
言
葉
を
記
し
た
し
お
り

も
。「
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
。
こ

う
い
う
地
道
な
こ
と
が
大
事
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
を
発
行
し

て
５
カ
月
が
過
ぎ
ま
す
が
、伝
え

続
け
る
た
め
に
は
拠
点
と
な
る
場

所
や
活
動
は
必
要
だ
な
と
感
じ
ま

す
」

　

近
藤
さ
ん
は
「
本
を
作
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、こ
の
内
容
を

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

目
標
で
す
」
と
話
す
。

近
藤
近
藤  

司
さ
ん

司
さ
ん
（
平
戸
教
会
信
徒
）

（
平
戸
教
会
信
徒
）

中
田
藤
太
郎
神
父
様
を
想
い
な
が
ら

中
田
藤
太
郎
神
父
様
を
想
い
な
が
ら

誰
か
の
希
望
に

　

中
田
神
父
が
最
期
ま
で
大
切
に

持
っ
て
い
た
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ

た
手
紙
」
が
あ
る
。
北
浦
和
教
会

に
い
た
頃
、匿
名
の
中
学
２
年
生

か
ら
も
ら
っ
た
も
の
だ
。
毎
日
教

会
に
10
円
が
入
っ
た
鼻
紙
の
包
み

が
置
か
れ
て
い
た
。手
紙
に
は「
自

分
の
家
は
裕
福
で
は
な
い
が
、今

自
分
は
幸
せ
だ
か
ら
、自
分
よ
り

も
貧
し
い
人
の
た
め
に
お
金
を
寄

付
し
た
い
。
こ
れ
が
誰
か
の
役
に

立
つ
も
の
と
な
れ
ば
」
と
い
う
内

容
が
書
か
れ
て
い
た
。「
こ
れ
が
中

田
神
父
様
の
宣
教
の
目
的
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
も

が
『
誰
か
の
希
望
に
な
る
』
存
在

で
あ
り
、『
誰
か
の
希
望
に
な
り

な
さ
い
』
と
。
そ
う
い
う
気
持
ち

が
大
事
な
ん
だ
と
、一
番
伝
え
た

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

本
の
タ
イ
ト
ル『
道
の
さ
な
か
』

は
、「
あ
な
た
が
た
も
月
で
あ
り
、

星
で
あ
る
」
と
い
う
中
田
神
父
の

言
葉
か
ら
、近
藤
さ
ん
が
つ
け
た
。

「
主
へ
と
続
く
道
を
、お
互
い
が
月

の
よ
う
に
星
の
よ
う
に
足
元
を
照

ら
し
合
い
、い
た
わ
り
合
っ
て
進

も
う
。
私
た
ち
は
そ
の
道
の
さ
な

か
で
と
も
に
歩
み
を
進
め
て
い

る
」
と
、互
い
が
希
望
の
存
在
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
中
田
神
父
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し
い

　
「
た
く
さ
ん
の
方
に
、お
話
し
や

資
料
、写
真
な
ど
の
情
報
を
い
た

だ
き
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
近
藤
さ
ん
。
協
力
者
の
中

に
は
数
年
前
に
亡
く
な
っ
た
浦
上

教
会
の
被
爆
者
の
方
も
い
る
。

　
「
と
に
か
く
熱
心
に
い
ろ
い
ろ

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中

田
藤
太
郎
神
父
様
の
こ
と
も
ご
存

知
で
し
た
。
人
が
亡
く
な
る
と
、

（
歴
史
の
）
記
憶
は
な
く
な
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、だ
か
ら
こ
そ
残

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
教
会
の

た
め
に
み
ん
な
が
働
い
て
い
た
中

で
、中
田
藤
太
郎
と
い
う
神
父
様

が
い
た
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
い
て

ほ
し
い
で
す
」
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宣
教
し
て
い
く
決
意
新
た
に

宣
教
し
て
い
く
決
意
新
た
に

奈
留
小
教
区
設
立
１
０
０
周
年

　

４
月
29
日
（
水
）
薫
風
の

候
、あ
い
ま
い
さ
の
に
じ
ん

だ
空
の
下
、奈
留
小
教
区
は

小
教
区
設
立
１
０
０
周
年
記

念
式
典
の
日
を
迎
え
た
。

　

中
村
倫
明
大
司
教
様
、出

身
司
祭
、歴
代
主
任
司
祭
、下

五
島
地
区
司
祭
団
、地
区
評

議
会
、来
賓
、信
徒
の
皆
様
、

総
勢
約
１
２
０
人
で
と
も
に

記
念
ミ
サ
を
通
し
て
先
人
た

ち
に
感
謝
を
さ
さ
げ
、ま
た

祝
賀
会
を
通
し
て
懐
か
し
い

顔
と
の
久
方
ぶ
り
の
出
会
い

に
、そ
し
て
お
互
い
の
思
い
出

が
、確
か
に
こ
の
小
教
区
の

１
０
０
周
年
を
築
き
上
げ
て

き
た
こ
と
を
喜
び
合
っ
た
。

　

出
身
の
古
巣
馨
神
父
様

の
記
念
ミ
サ
で
の
説
教
に

お
い
て
、欧
州
で
発
見
さ

れ
た
史
料
に
よ
り
、奈
留

島
に
信
仰
が
訪
れ
た
時
期

は
実
は
と
て
も
古
い
こ
と

が
伝
え
ら
れ
た
。
奈
留
小

教
区
の
信
徒
は
皆
、自
分

た
ち
に
届
い
て
き
た
も
の

の
深
さ
と
、神
様
の
み
旨

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
、

信
仰
の
誇
り
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。

　

人
数
的
に
は
小
さ
い
小

教
区
で
あ
る
。
だ
が
、そ
の

信
仰
は
人
数
に
よ
っ
て
あ

ら
わ
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
奈
留
小
教
区
信
徒
は

皆
で
、こ
れ
か
ら
新
た
に

宣
教
し
て
い
く
決
意
を
し

た
。
ど
う
な
れ
ば
ゴ
ー
ル

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

い
つ
か
の
未
来
に
、そ
れ
が

届
く
こ
と
を
信
じ
て
。

（
奈
留
小
教
区
）

津
和
野

津
和
野

乙
女
峠
ま
つ
り
に
参
加
し
て

乙
女
峠
ま
つ
り
に
参
加
し
て

全
国
か
ら
多
く
の
巡
礼
者
集
う

全
国
か
ら
多
く
の
巡
礼
者
集
う

　

５
月
３
日
（
日
）
山
村
憲

一
主
任
神
父
を
団
長
に
浦
上

教
会
巡
礼
団
総
勢
41
人
は

「
乙
女
峠
ま
つ
り
」
に
参
加

す
る
た
め
、早
朝
５
時
に
大

型
バ
ス
で
浦
上
教
会
を
出
発

し
た
。
昨
年
は
別
の
流
配
地

へ
の
巡
礼
の
た
め
、 

浦
上
教

会
か
ら
団
体
で
津
和
野
を
訪

れ
る
の
は
２
年
ぶ
り
で
あ
る
。

　

今
年
は
最
高
齢
89
歳
の
平

野
勇
神
父
も
元
気
に
参
加
さ

れ
、ほ
か
に
純
心
聖
母
会
、お

告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
、イ

エ
ズ
ス
聖
心
侍
女
会
の
シ
ス

タ
ー
、計
10
人
も
参
加
さ
れ

た
。
津
和
野
ま
で
は
高
速
道

路
を
急
い
で
も
片
道
５
時
間

程
度
、車
内
で
は
ご
先
祖
が

津
和
野
に
流
さ
れ
た
純
心

聖
母
会
の
深
堀
シ
ス
タ
ー

に
「
長
崎
開
港
か
ら
、信
徒

発
見
、浦
上
の
潜
伏
組
織
、浦

上
四
番
崩
れ
か
ら
流
配
、浦

上
天
主
堂
や
十
字
架
山
の
歴

史
等
々
、浦
上
の
信
仰
の
お

話
」
を
分
か
り
や
す
く
お
話

し
い
た
だ
い
た
。
今
年
も
浦

上
か
ら
は
四
番
崩
れ
の
流
配

者
の
心
を
支
え
た
「
信
徒
発

見
の
マ
リ
ア
像
」（
レ
プ
リ

カ
）
も
参
加
、「
津
和
野
教

会
の
マ
リ
ア
像
」
と
並
ん
で

聖
母
行
列
は
出
発
し
た
。

　

乙
女
峠
に
到
着
後
、津
和

野
教
会
の
山
根
敏
身
神
父
よ

り
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、や

は
り
こ
こ
に
浦
上
の
人
た
ち

が
い
な
い
と
寂
し
い
で
す
と

本
音
を
交
え
て
話
さ
れ
た
。

続
い
て
、ア
ン
ド
レ
ア
・
レ

ン
ボ
司
教（
東
京
大
司
教
区
）

司
式
に
よ
る
津
和
野
の
証
し

人
の
列
福
・
列
聖
を
祈
願
す

る
ミ
サ
に
は
雨
天
に
も
か
か

わ
ら
ず
、全
国
か
ら
会
場
を

埋
め
尽
く
す
ほ
ど
多
く
の
巡

礼
者
が
参
加
し
た
。
説
教
で

は
、津
和
野
の
殉
教
者
の
証

し
は
突
然
与
え
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、日
々
の
生
活
の

中
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
信
仰

に
よ
る
も
の
で
、試
練
の
中

で
も
神
は
道
を
示
さ
れ
、証

し
は
神
の
業
で
あ
る
と
殉
教

者
を
た
た
え
ら
れ
た
。

　

ミ
サ
の
後
、雨
が
激
し
く

な
っ
た
の
で
、乙
女
峠
か
ら

流
配
者
が
葬
ら
れ
て
い
る
蕪か

ぶ

坂さ
か

ま
で
の
十
字
架
の
道
行
は

中
止
と
な
り
、再
び
津
和
野

教
会
へ
戻
っ
て
記
念
写
真
を

撮
り
、近
く
の
食
堂
で
昼
食

を
い
た
だ
い
て
津
和
野
を
後

に
し
た
。

（
浦
上
教
会 

歴
史
委
員
会
）

　

５
月
３
日
㈰
夕
方
～
６
日

㈬
夕
方
ま
で
長
崎
市
・
お
告

げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
本
部
を

会
場
に
第
１
４
６
回
ク
ル
シ

リ
ヨ
が
開
催
さ
れ
、16
小
教

区
か
ら
33
～
80
歳
ま
で
の
男

性
８
人
（
う
ち
２
人
は
神
父

様
）
女
性
16
人
の
合
計
24
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
４
６
回
ク
ル
シ
リ
ヨ

第
１
４
６
回
ク
ル
シ
リ
ヨ

浜
脇
教
会
が
巡
回
教
会
に

浜
脇
教
会
が
巡
回
教
会
に

新
た
な
出
発
へ 

感
謝
の
ミ
サ

　

４
月
８
日（
水
）13
時
か
ら
、

浜
脇
小
教
区
（
浜
脇
教
会
、

五
輪
教
会
、牢
屋
の
窄
殉
教

記
念
聖
堂
）
が
小
教
区
と
し

て
の
存
立
を
終
え
、
２
０
２

６
年
４
月
か
ら
福
江
小
教
区

の
巡
回
教
会
と
な
っ
て
新
た

な
出
発
を
す
る
感
謝
の
ミ
サ

を
、浜
脇
教
会
に
ゆ
か
り
の

あ
る
主
任
司
祭
と
下
五
島
地

区
司
祭
団
と
で
さ
さ
げ
た
。

　

歴
代
主
任
司
祭
の
一
人

で
、当
日
出
席
が
か
な
っ
た

岩
村
知
彦
師（
桐
教
会
主
任
）

は
、「
年
月
が
経
過
し
た
と

実
感
し
た
」
と
か
み
し
め
る

よ
う
に
話
し
、そ
れ
で
も
楽

し
か
っ
た
時
代
を
振
り
返
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。

　

説
教
を
務
め
た
福
江
教
会

助
任
司
祭
の
洪ホ

ン

燦チ
ャ
ン

基キ

師
は
、

当
日
の
福
音
朗
読
「
エ
マ
オ

で
弟
子
に
現
れ
る
」
イ
エ
ス

を
引
き
合
い
に
、「
イ
エ
ス

様
は
こ
れ
ま
で
も
ず
っ
と
こ

の
教
会
と
と
も
に
歩
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
し
、こ
れ
か

ら
も
歩
ん
で
く
だ
さ
い
ま

す
」
と
ミ
サ
の
会
衆
を
励
ま

し
た
。平

和
を
求
め
る
心
で
一
つ
に

平
和
を
求
め
る
心
で
一
つ
に

広
島
・
長
崎
の
宗
教
者 

祈
り
、学
ぶ

　

４
月
16
、17
の
両
日
、第
39

回
広
島
・
長
崎
宗
教
者
平
和

会
議
が
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、広
島
県
宗

教
連
盟
と
長
崎
県
宗
教
者
懇

話
会
（
会
長
・
中
村
倫
明
大

司
教
）
が
毎
年
相
互
に
訪
問

し
、交
流
し
て
い
る
行
事
で

す
。
本
年
は
、広
島
か
ら
の

７
人
を
含
め
て
約
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、平
和
公
園
（
原

爆
落
下
中
心
地
）
で
原
爆
殉

難
者
へ
の
献
花
と
世
界
平
和

を
願
う
祈
り
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
世
界
中
の
人
が
集
う

平
和
祈
念
像
の
前
で
も
祈

り
、代
表
者
た
ち
は
、鈴
木
史

朗
長
崎
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　

翌
17
日
、浦
上
教
会
主
任

司
祭
・
山
村
憲
一
神
父
か
ら

教
会
の
歴
史
に
つ
い
て
話
を

伺
い
、「
希
望
の
聖
カ
テ
リ
」

の
鐘
が
響
く
中
、中
村
倫
明

大
司
教
の
司
式
で
平
和
へ
の

祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
司
教
館
に
お
い

て
、「
長
崎
県
被
爆
者
手
帳

友
の
会
」
の
朝
長
万
左
男
会

長
（
写
真
）
か
ら
昨
年
の
ア

メ
リ
カ
訪
問
を
含
め
、被
爆

地
か
ら
の
願
い
に
つ
い
て
、

と
も
に
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し

た
。
宗
教
の
枠
を
超
え
て
平

和
を
求
め
る
心
に
よ
っ
て
、

わ
た
し
た
ち
が
一
つ
に
な
れ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

人
間
は
、命
に
寄
り
添
う

こ
と
も
、破
壊
す
る
側
に
立

つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
世
界

は
紛
争
な
ど
に
よ
っ
て
分
断

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
が
も
た
ら
す
悲
劇
は

そ
の
瞬
間
だ
け
で
な
く
、今

も
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
わ

た
し
た
ち
は
知
っ
て
い
ま

す
。
と
も
に
住
ま
う
地
球
の

命
を
守
り
、平
和
へ
の
道
を

と
も
に
歩
む
も
の
で
あ
り
た

い
と
切
に
願
う
時
と
な
り
ま

し
た
。

県
宗
教
者
懇
話
会
事
務
局

瀬
戸
高
志

（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
、

愛
宕
教
会
主
任
）

　

主
任
司
祭
の
中
田
輝
次
師

は
、「
こ
れ
ま
で
は
『
エ
マ

オ
』
と
言
っ
て
も
良
い
こ
の

教
会
で
大
祝
日
を
祝
い
ま
し

た
が
、こ
れ
か
ら
は
ど
う
か
、

『
エ
ル
サ
レ
ム
』
と
言
っ
て

も
良
い
福
江
教
会
本
教
会
で

大
祝
日
を
祝
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ミ
サ
の
あ
と
に
は
歴
代
の

司
祭
、地
区
の
司
祭
と
信
徒

修
道
者
が
親
交
を
深
め
、新

し
い
門
出
を
心
か
ら
喜
び

合
っ
た
。

（
福
江
小
教
区
）

　

緊
張
感
の
中
に
も
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
進
む
に
つ
れ
、

参
加
者
は
ク
ル
シ
リ
ヨ
で
の

体
験
と
パ
ラ
ン
カ
（
霊
的
花

束
）な
ど
の
力
を
い
た
だ
き
、

聖
霊
の
恵
み
に
満
た
さ
れ
、

神
の
愛
を
次
第
に
受
け
止
め

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

丸
３
日
間
を
経
て
こ
れ
か

ら
は
第
４
の
日
を
過
ご
し
て

い
く
わ
け
で
す
が
、ク
ル
シ

リ
ヨ
体
験
で
キ
リ
ス
ト
の
愛

に
共
に
生
か
さ
れ
て
い
る
実

感
を
か
み
し
め
な
が
ら
、そ

れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
場
所
で

花
を
咲
か
せ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

参
加
者
教
会
。
浦
上
１
、

城
山
２
、中
町
２
、飽
の
浦

２
、本
河
内
２
、八
幡
町
１
、

大
山
１
、香
焼
１
、滑
石
１
、

諫
早
２
、相
浦
１
、平
戸
２
、

西
木
場
１
、大
曽
２
、鯛
之
浦

２
、楠
原
（
水
ノ
浦
）
１
。

（
ク
ル
シ
リ
ヨ
事
務
局
）

た
「
生
き
た
希
望
」
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
深
め

た
思
索
の
実
り
を
解
説
。
著

者
は
東
京
大
司
教
区
補
佐
司

教
。
女
子
パ
ウ
ロ
会
、税
別

１
６
０
０
円
。

★
心
の
温
泉　

神
様
と
永
遠

に
生
き
る

著
＝
ア
ン
ド
レ
ア
・
レ
ン
ボ

　

全
信
者
の
目
的
、憧
れ
、そ

し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教

え
の
最
重
要
な
「
永
遠
の
い

の
ち
」
と
は
何
か
を
、学
術

的
・
体
系
的
・
抽
象
的
な
概

念
で
は
な
く
、わ
た
し
た
ち

の
現
実
の
生
活
と
結
び
つ
い

短
　
信

〈
堅
信
式
〉

　

４
月
19
日
（
日
）
西
町
教

会
で
堅
信
式
ミ
サ
が
行
わ

れ
、中
学
生
13
人
、大
人
２
人

の
計
15
人
が
堅
信
の
恵
み
を

受
け
た
。

　

５
月
１
日
逝
去
。
95
歳
。

佐
世
保
市
生
ま
れ
。
黒
島
教

会
で
受
洗
。
１
９
５
６
年
初

誓
願
、65
年
終
生
誓
願
。

　

初
誓
願
後
は
長
崎
、浦
和
、

川
内
、名
古
屋
の
各
修
道
院

で
炊
事
を
担
当
し
た
。
温
和

な
人
柄
で
芯
が
強
く
誠
実
で

努
力
家
で
も
あ
り
、そ
れ
が

仕
事
の
や
り
方
に
表
れ
て
い

た
。

　

１
９
７
４
年
に
と
き
わ
荘

が
開
設
さ
れ
る
と
職
員
と
し

て
調
理
場
に
勤
務
し
、77
年

か
ら
44
年
間
を
恵
の
丘
修
道

院
で
奉
仕
し
た
。
炊
事
の
合

間
に
聖
堂
の
花
生
け
、施
設

利
用
者
と
共
に
ぬ
い
ぐ
る
み

作
り
に
励
む
な
ど
、す
べ
て

の
仕
事
に
誠
心
誠
意
を
尽
く

し
た
。

　

２
０
２
１
年
か
ら
ロ
ザ
リ

オ
の
聖
母
修
道
院
で
穏
や
か

に
療
養
、25
年
12
月
か
ら
体

調
を
崩
し
入
院
。
今
年
４
月

の
終
わ
り
に
容
体
が
悪
化

し
、
５
月
１
日
早
朝
に
御
父

の
み
も
と
に
召
さ
れ
た
。

ユ
ー
フ
ェ
ミ
ア

中
村
ツ
ギ
子
修
道
女

（
純
心
聖
母
会
）

　

４
月
３
日
、入
所
先
の
介

護
医
療
院
で
逝
去
。
64
歳
。

　

１
９
６
１
年
新
上
五
島
町

生
ま
れ
。
福
江
教
会
出
身
。

84
年
初
誓
願
、89
年
終
生
誓

願
。
90
年
３
月
31
日
、名
古

屋
・
南
山
教
会
で
司
祭
叙
階
。

同
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
管
区

に
移
籍
。
93
年
帰
国
（
日
本

管
区
へ
）、ア
ー
ノ
ル
ド
小
神

学
院
指
導
司
祭
。
94
年
長
崎

南
山
中
学
・
高
等
学
校
教

諭
。
２
０
１
９
年
能
代
教
会

主
任
、能
代
カ
ト
リ
ッ
ク
こ

ど
も
園
園
長
（
秋
田
）。
22

年
長
浦
小
教
区
管
理
者
（
愛

知
）、23
年
か
ら
25
年
ま
で
西

町
助
任
。

　

長
崎
南
山
学
園
で
は
、宗

教
の
授
業
や
集
い
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
愛
情

を
注
い
だ
。
ま
た
、神
学
生

の
時
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

手
話
に
よ
っ
て
宣
教
活
動
を

し
、派
遣
先
の
各
地
で
、耳
の

不
自
由
な
方
の
た
め
に
手
話

通
訳
の
奉
仕
や
手
話
ミ
サ
の

指
導
を
熱
心
に
行
っ
た
。

ト
マ
ス

大
川 

好
洋 

神
父

（
神
言
修
道
会
）

　

４
月
５
日
、老
衰
の
た
め

東
京
の
ロ
ヨ
ラ
ハ
ウ
ス
で
逝

去
。
88
歳
。

　

１
９
３
７
年
イ
タ
リ
ア
、

ラ
ヴ
ェ
リ
ー
ノ
生
ま
れ
。
58

年
入
会
。
64
年
来
日
。
70
年

３
月
14
日
、東
京
・
関
口
教

会
で
司
祭
叙
階
。
72
年
麹
町

（
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
）
教
会
助

任
、76
年
山
口
助
任
・
主
任

代
行
・
主
任
、
２
０
０
５
年

徳
山
、下く

だ

松ま
つ

教
会
の
担
当
、07

年
麹
町
主
任
、12
年
津
和
野
、

益
田
主
任
、14
年
幟
町
主
任
、

18
年
日
本
二
十
六
聖
人
記
念

館
館
長
、21
年
幟
町
教
会
で

司
牧
、22
年
防
府
主
任
、23
年

山
口
助
任
、26
年
１
月
か
ら

ロ
ヨ
ラ
ハ
ウ
ス
へ
。

　

誰
と
で
も
親
し
く
語
り
、

温
か
な
人
柄
で
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
た
。
91
年
に
山
口
サ

ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
が
焼
失
し

た
時
は
主
任
司
祭
と
し
て
再

建
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
の
普

及
に
尽
力
し
た
。
二
十
六
聖

人
記
念
館
館
長
を
務
め
て
い

た
２
０
１
９
年
、本
紙
１
月

号
の
記
事
の
中
で
殉
教
者
に

つ
い
て
触
れ
、「
山
口
と
津

和
野
で
長
く
働
い
た
者
と
し

て
私
は
、日
本
の
教
会
が
多

く
の
苦
労
と
犠
牲
の
上
に
現

代
に
至
っ
た
こ
と
を
、こ
の

西
坂
の
地
で
強
く
感
じ
て
い

ま
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

ド
メ
ニ
コ
・

　

ヴ
ィ
タ
リ
神
父

（
イ
エ
ズ
ス
会
）

７
月
号
は

７
月
号
は

休
刊
い
た
し
ま
す

休
刊
い
た
し
ま
す


